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研究成果の概要（和文）：本研究では、機関リポジトリによるオープンアクセスについての定量的な実証に加
え、実証にもとづく機関リポジトリの機能開発をおこなった。初年度には機関リポジトリにおける学術雑誌論文
の件数と図書館員によるオープンアクセス推進活動の因果関係についての定量的な実証に取り組み、結果を論文
にまとめた。最終年度には機能開発に取り組み、オープンアクセス推進活動に関するデータを自動収集するシス
テムをJAIRO Cloudに付加した。

研究成果の概要（英文）：In this study, a quantitative analysis about open access by institutional 
repository and system development based on the analysis were conducted. In the first year, the 
quantitative analysis of the causal relationship between the number of journal articles in 
institutional repositories and open access promotion activities by librarians was conducted and its 
result was published as a journal article. In the final year, the system for JAIRO Cloud that 
automatically collects data on open access promotion activities was developed.

研究分野：人文社会情報学　図書館情報学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本における機関リポジトリによるオープンアクセスは低迷した状態にあるが、本研究の成果は、こうした現状
の改善に寄与するものといえる。定量的な実証は、機関リポジトリにおける学術雑誌論文の件数の増加につなが
るオープンアクセス推進活動を示すものであり、機関リポジトリコミュニティの活動指針となり得る。開発した
JAIRO Cloudの機能は、推進活動に関するデータを自動収集するものであることから、収集されたデータを利用
した実証の精緻化と、精緻化された実証にもとづく新たな活動指針の提示を可能にすると見込まれる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 C－19、F－19－1、Z－19 (共通) 
１．研究開始当初の背景 

日本は世界でも有数の機関リポジトリ保有国であるが、機関リポジトリによるオープンアクセ
スの進捗度には機関の間で大きなばらつきが見られる（図 1）。こうした状況を改善するための
取組を検討するにあたっては、まずこの進捗度のばらつきを生み出している要因を体系的に特
定する必要があるが、そのような試みはこれまでなされてこなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 機関別進捗度 

 

２．研究の目的 

本研究では、進捗度のばらつきを生み出している要因として図書館によるオープンアクセス推
進活動に着目し（表 1）、推進活動と進捗度の因果関係の定量的な実証を初年度の目的とした。
また、推進活動に関するデータの自動収集を可能にする機関リポジトリの機能の開発を最終年
度の目的とした。 

 

表 1 推進活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究の方法 

定量的な実証については、学術機関リポジトリデータベースや Web of Science の情報をデータ
とし、機械学習アルゴリズムを手法とすることにより行なった。機能開発については、多くの
機関が採用する JAIRO Cloud にメモ機能を付加することで（図 2）、推進活動に関するデータ
の自動収集を可能にした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 メモ機能の位置付け 

 

 



４．研究成果 
初年度の成果としては、情報知識学会誌に掲載された定量的な実証についての論文(機関リポジ

トリによるオープンアクセス進捗率の因果分析)が挙げられる。最終年度の成果としては、

JAIRO Cloud のメモ機能の開発がある。ただし、メモ機能の運用には至っていない。 
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